
　トカラ列島宝島以南の南西諸島は亜熱帯域に属し，

低地部の地質は主に隆起珊瑚礁起源の琉球石灰岩か

らなる。隆起珊瑚礁は更新世中期から後期に形成さ

れ，完新世に隆起したものが大半といわれるが，風

化したものも多く見られる。ここには先史時代より

人が住み着き，低平地は農耕地，丘陵地は薪炭材を

供給する里山として絶えず人の干渉を受けてきてお

り，このため自然林は皆無に近い状況である。

　琉球列島での低地部の自然植生は不明なところが

多いが，沖縄や先島では聖霊の地である御嶽（うた

き）に人の手があまり入らず自然林の片鱗が見られ

る。奄美諸島でも神山や風葬地等の神聖な場所があ

り，そこに自然林が残っていたが，近年の畑地整備

事業等で失われつつある。

　今回，徳之島伊仙町指定文化財の「名勝史跡」に

指定され，自然公園として保護・活用されている明

眼の森，義名山の２か所について，森林植生を調査

したので報告する。
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　徳之島の地質は，おおむね次のように分類される。

北部および中央山地部は古生代の粘板岩，砂岩，花

崗岩層，最高峰の井之川岳を中心にした東部山地部

は中生代の輝緑岩層，中部以南の段丘部は新生代更

新世の琉球層群からなる。

　琉球層群は段丘状になり，内陸部の標高の高い地

域が琉球層群上部，南部では海岸に向かって琉球層

群中部，下部と分類され，３９～７１万年前に形成され

たとされる。

　このため，徳之島の自然植生は地質の影響を受け，

中央山地部の酸性土壌上に発達するものと，中央山

地を取り巻く低平地の弱塩基性土壌の隆起珊瑚礁石

灰岩地帯に発達するものに大別することができる。

中央山地部においてはリュウキュウアオキ－スダジ

イ群団に属する群落群で，低地部から山頂部にギョ

クシンカ－スダジイ群集，ケハダルリミノキ－スダ

ジイ群集，オキナワウラジロガシ群集，アマミテン

ナンショウ－スダジイ群集，アマミヒイラギモチ－

ミヤマシロバイ群集等の垂直分布が形成されている。

隆起珊瑚礁石灰岩地帯においては，亜熱帯的相観を

示すリュウキュウガキ－ナガミボチョウジ群団に属

する群落群によって占められている。

　代償植生のリュウキュウマツ群落は酸性土壌の中

央山地と弱塩基性土壌の低平地にまたがり，広大な

面積を占めて発達している。

　低平地の多くは耕作畑地として利用されている。

－ １ －

�������	
���
�����

寺田　仁志＊ ・ 大屋　哲＊ ・ 久保紘史郎＊＊

Ｊｉｎｓｈｉ　ＴＥＲＡＤＡ＊・Ｓａｔｏｓｈｉ　ＯＨＹＡ＊・Ｋｏｓｈｉｒｏ　ＫＵＢＯ＊＊

鹿児島県立博物館研究報告（第２９号）：１～２８，２０１０

＊　鹿児島県立博物館：〒８９２－０８５３　鹿児島市城山町１－１　＊＊鹿児島県立市来農芸高等学校：〒８９９－２１０１鹿児島県いちき串木野市湊町１６０

Ｔｈｅ Ｖｅｇｅｔａｔｉｏｎ ｏｆ Ｍｙｏｕｇａｎｎｏｍｏｒｉ ｆｏｒｅｓｔ ａｎｄ Ｇｉｎａｙａｍａ ｆｏｒｅｓｔ ｉｎ Ｔｏｋｕｎｏｓｈｉｍａ Ｉｓｌａｎｄ, ｋａｇｏｓｈｉｍａ

�������	
�



かっては水田も多かったが，その殆どが畑地に転換

されている。このため，湿生林やその他の湿地植生

は極めて貧弱である。

　沿海地の岩崖地や段丘地などの風衝地にはソテツ

群落や低木群落，リュウキュウチク群落などが発達

している。ススキやチガヤを主とする草原やマント

群落，岩崖地植生などがそれぞれの立地に見られる。

　海岸地帯にはアダンやオオハマボウなどの海岸林，

クサトベラ群落が発達し，モクマオウの植林群落も

各地に見られる。砂丘地にはツキイゲ群落やグンバ

イヒルガオ群落，ハマゴウ群落などの砂丘植生が発

達している。隆起珊瑚礁や裾礁の岩上にはテンノウ

メ，ハリツルマサキ，モクビャッコウ，ミズガンピ

などによる多様な隆起珊瑚礁上植生が発達している。
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　明眼の森と義名山の地質は，同じ更新世の琉球石

灰岩でありながらも義名山が明眼の森に比較して形

成も古く，風化が進んでいる。

�　明眼の森

　明眼の森はかつて徳之島が琉球国によって統治さ

れた頃，琉球国の役人である按司の館が置かれ，ま

たその後，風葬の地にもなり，ユタ神の斎場があり，

神聖な場所として伐採等は避けられてきたといわれ

ている。一帯は伊仙町の「史跡名勝」に指定され，

現在明眼公園として保護されており，１ｍ幅のコン

クリート歩道が敷設されているが，人工的なものは

明眼神社の拝殿を除いて見当たらない。

　地形は標高が１６０ｍ前後の隆起石灰岩からなる丘

陵が浸食され，南東に向かって谷が形成されている。

明眼公園の入口は南西端にあり，明眼神社の鳥居が

目印となる。入口から２０ｍほど北に上ったところに

拝殿等があり，さらに北に２０ｍほど上ったところに，

東に回る分かれ道がある。北に急な階段を上ると高

さが１６０ｍ前後の小丘があり，ここは按司の見張り

どころとして利用されたという。この小丘は北緯２７

度４３分６秒，東経１２８度５４分４０秒の位置にあり，国

土地理院の地形図（５万分の１および２．５万分の

１）および伊仙町作成の地形図上でも表されていな

い。分かれ道を東側に回り小丘を迂回して１８０°回

転したところで，遊歩道を再び北上すると，左側は

平坦地となる。この平坦地に按司の館が建っていた

と伝えられている。さらに北上すると，やがて道は

二手に分かれ，直進すると道は最標高地点の尾根に

達する。右折すると２０ｍ前後左側に石灰岩の小丘が

ある。この一帯はユタ神の礼拝所として利用された。

さらに遊歩道を蛇行しながら下ると，後に急激に落

ち込み，ドリーネにつながる。ドリーネは帯状にな

り明眼公園の中央部から南西に向かって伸びている。

遊歩道は円周状になったドリーネに沿うようにつく

られているが，窪地の中心部を過ぎたところで分岐

する。左折してドリーネを上り再び対岸をまたいで

いくと，風葬場の洞窟につながる。分岐点を直進す

ると遊歩道は急斜面となり，ドリーネによって裂か

れた丘の頂上（１６４ｍ）に達する。頂上は平坦と

なっており，遊歩道をそのまま進むとやがて耕作地

に突き当たる。

�　義名山

　義名山の森は標高１５０ｍの石灰岩台地がドリーネ

を起点とする３本の谷によって北から南方向に向

かって鋤歯状に裂かれ，谷部は果樹園やサトウキビ

畑などの耕作地あるいは耕作放棄地になっている。

　義名山の周辺は一円サトウキビ畑として耕作され

ている。台地部は運動公園を作るに当たって造成さ

れ，北側に運動公園，東側にテニスコートや相撲場，

プールなどがある。

　義名山の歴史で注目されるのは明和７年（１７７０

年）に禅宗の安住寺を亀津村から義名山下に移した

ことである。その後，明治はじめの神仏合祀令によ

り，明治５年には安住寺は廃寺となり，義名山神社

が設立された。義名山の森は，旧来より，寺社の社

叢として，また信仰の山として保護されてきたと伝

えられている。

　また，義名山の森は３本の谷のうち両端の２本か

らは地下水が湧出し，上水道の水源地として古くか

ら利用されてきており，現在も塩化ビニール製の水

道管が敷かれている。このためこの森は水源涵養林

と指定され，旧来から保護されている。

　また，明眼の森および義名山の森とも毒蛇である

ハブの個体群密度が高く，人が近寄りがたいところ

とも言われている。
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　今回の報告は以下４回の調査によって行われたも

のである。

　①１９９５年８月１１日～８月１５日　

　　調査者　大野照好　田畑満大　寺田仁志

　②２００８年１月２１日

　　調査者　寺田仁志　田畑満大　大屋哲

　③２００９年９月１９日～９月２２日

　　調査者　寺田仁志，田畑満大，大屋哲，久保紘

－ ２ －



　　史郎，今井宣弘

　④２００９年１２月１７日～１９日

　　調査者　寺田仁志　大屋哲

　　　　

������

　明眼の森および義名山一帯の植物相および植物群

落の現況を調べるため以下の調査を実施した。

　

�　植物相調査　

　調査対象区域内のシダ植物以上の高等植物につい

て記録した。また，植生調査で現れた種も植物相の

中に組み入れた。

　　

�　植物群落調査（植生調査）

　調査対象地の森林のうち種組成が均一な群落を対

象にして，高木林は１２５～４００㎡，低木林は２５～１００

㎡，草本群落は１～２５㎡ の面積で形状は必ずしも

方形枠にこだわらず，群落の形状，分布状態に対応

して調査地点を設定し，Ｂｒａｕｎ�Ｂｌａｎｑｕｅｔの全推定

法によって植生調査を実施した。

�　現存植生図作成調査

　植物群落調査資料をもとに既発表資料を参考にし

て表操作を行い群集・群落区分を行なった。この結

果をもとにして調査区域内の現存植生がどの範疇に

入るか相観によって判断し，地図上に記録する現地

調査を行なった。群落の広がりについては，鹿児島

県所有の平成１２年撮影の空中写真および�������

���（２００９）を参考にして，縮尺１／５，０００の平成

１２年伊仙町作成の地図上に現存植生図を作成した。

　

�　毎木調査・樹冠幹投影図・群落断面模式図作成

調査

　明眼の森，義名山の森林群落構造を調査するため

に，均質な林分を２０ｍ四方のコドラートを設定した。

そこに出現する胸高直径が３�以上の全樹木につい

て，樹種，測桿器を用いて樹高，円周尺を用いて胸

高直径を測定し（毎木調査），それぞれの樹冠の広

がりについても目視で計測して，位置関係を図示化

した（樹冠投影図）。また，群落の相観については，

調査コドラード面を含む直線面で群落断面模式図を

作成した。

　

　なお，各回とも植物相調査，植生調査をおこなっ

たが，３回目には毎木調査，３，４回目には植生図

作成も行った。
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�　植物相調査

ア　確認種について

　今回の調査で確認された種は���，���のと

おり８７科２００種である。

　調査区内は森林，林縁部，断崖地，畑地，路傍等

を含むが，環境的には森林が中心で小面積のため記

録された種は少ないが，森林種は豊富である。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

イ　特徴的な種について

　本区域は隆起珊瑚礁上にあり，また，聖地として

保護されてきた特殊な立地のため，弱塩基性土壌に

耐えられる森林種や草原種が主要となっており，そ

の中には絶滅危惧植物となっているものも少なくな

い。また，海岸にも近いため亜熱帯性の森林種や海

岸の植物種なども分布している。

　　

ウ　希少植物

　環境省の絶滅危惧植物に記載されている種として

以下の１３種があり，狭い地域の中で多数の絶滅危惧

植物のあるホットスポットといえる。

マツバラン（マツバラン科）

　絶滅危惧Ⅱ類

　鹿児島県内では，広く分布するシダ植物であるが

個体数は少ない。樹幹や岩隙に着生する。明眼の森

の高木林中の空洞となった樹幹の窪みに１株確認し

た。

　　

オオタニワタリ（チャセンシダ科）

　絶滅危惧ＩＢ類

　鹿児島県内に広く分布しているが，乱獲の多い常

緑のシダで，やや陰湿な林内の樹幹や岩上に着生す

－ ３ －
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両地域での種義名山明眼の森

種数科数種数科数種数科数

３３１４２１１２２３１３シダ植物

３３２２３３裸子植物

１６４７０１２２６０１４８６８被子植物

１３７６１１２０５１１２４５９双子葉植物

９５４５６８３５８６４２離弁花類

４２１６３４１６３８１７合弁花類

２７９２０９２４９単子葉植物

２００８７１４５７４１７４８４総　　計



－ ４ －
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る。両地域とも谷部にあるやや湿った林内の岩上や

樹幹に着生しており，数個体確認した。

　　

コモチナナバケシダ（オシダ科）

　絶滅危惧ⅠＡ類

　無性芽をつける常緑のシダ植物で，日本では徳之

島，沖永良部島，沖縄島中部の石灰岩地に生え，徳

之島は北限地にあたる。明眼の森で谷部の陰湿な岩

上に数個体確認した。　

　　

オオアマミテンナンショウ（サトイモ科）

　絶滅危惧ⅠＡ類

　徳之島固有の植物で，夏緑の多年草。明眼の森で

よく風化した隆起石灰岩地の谷筋付近に高木林の林

床に生育する。谷部の林床に生育している１個体を

確認した。

　　

オオカナメモチ（バラ科）

　絶滅危惧ⅠＡ類

　鹿児島県では，奄美大島，徳之島，沖永良部島に

分布する。常緑の高木で，林縁や路傍に生育する。

明眼の森では，胸高直経が５０�を超えるものをはじ

め，幼苗まで高木林の林内や林縁部に数十個体分布

する。

　　

ヤエヤマネコノチチ（クロウメモドキ科）

　絶滅危惧ⅠＢ類

　南西諸島固有の常緑の中高木で，海岸近くの林縁

や岩場に生育する。両地域の林縁や亜高木林内に数

個体確認した。

　　

リュウキュウクロウメモドキ（クロウメモドキ科）

　準絶滅危惧種

　トカラ列島の悪石島が北限の常緑の低木で，やや

湿った林縁や草地に生育する。両地域の湿った林内

に数十個体見られた。

　　

シマサルスベリ（ミソハギ科）

　絶滅危惧Ⅱ類

　落葉性の高木で奄美大島以南喜界島，徳之島等の

湿潤な渓谷や扇状地等に分布する。明眼の森の谷部

で１０ｍ前後の高木を１個体確認した。

　　

　　

アコウネッタイラン（ラン科）

　絶滅危惧ＩＢ類

　徳之島を北限地とし沖縄島，石垣島，西表島に分

布する地生ランで個体数は少ない。明眼の森の２か

所で数株確認した。

ツルラン（ラン科）

　絶滅危惧Ⅱ類

　南九州が北限の地生ランで，肥沃な林床に生育す

る。両地域で，林床に数十個体見られたが，以前よ

り個体数は減少している。

　　

フウラン（ラン科）

　絶滅危惧Ⅱ類

　樹幹や岩地に着生する常緑のランで，鹿児島県内

には広く分布するが，個体数が少ないため，鹿児島

県条例で希少野生動植物の種に指定されている。明

眼の森に特に多く，リュウキュウマツなどの高木に

着生しており，大きなコロニーのものもあり数十個

体確認した。

ボウラン（ラン科）

　準絶滅危惧種

　鹿児島県内では広く分布しているランで，樹幹や

岩隙に着生する。明眼の森では高木のリュウキュウ

マツに着生しており，数個体確認した。

　　

カシノキラン（ラン科）

　絶滅危惧Ⅱ類

　鹿児島県内では広く分布している着生のランで，

樹幹や岩隙に生育する。明眼の森の谷部に成育する

高木に着生しており，数個体確認されている。

　また，鹿児島県の絶滅危惧植物に指定されている

ものも下記のとおり多数ある。
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　オオアマミテンナンショウ（サトイモ科）

　オオカナメモチ（バラ科）

　オオバルリミノキ（アカネ科）

　グミモドキ（トウダイグサ科）

　コモチナナバケシダ（オシダ科）

　トウツルモドキ（トウツルモドキ科）

　ニッケイ（クスノキ科）

　フウラン（ラン科）

��������

　アカハダクスノキ（クスノキ科）

　ウジルカンダ（マメ科）

－ ６ －



　オオタニワタリ（チャセンシダ科）

　オキナワスズムシソウ（キツネノマゴ科）

　チャボイナモリ（アカネ科）

　ツルラン（ラン科）

　ヤエヤマネコノチチ（クロウメモドキ科）

　リュウキュウウマノスズクサ（ウマノスズクサ科）

　リュウキュウモクセイ（モクセイ科）

������

　アマミアラカシ（ブナ科）

　オオシイバモチ（モチノキ科）

　オオシマウツギ（ユキノシタ科）

　オオシマコバンノキ（トウダイグサ科）

　オオバヤドリギ（ヤドリギ科）

　カラスキバサンキライ（ユリ科）

　キイレツチトリモチ（ツチトリモチ科）

　クシノハシダ（ヒメシダ科）

　シマサルスベリ（ミソハギ科）

　シマタゴ（カエデ科）

　シロミミズ（アカネ科）

　ナカハラクロキ（ハイノキ科）

　ナガミボチョウジ（アカネ科）

　ナナバケシダ（オシダ科）

　ハカマカズラ（マメ科）

　ホルトカズラ（ヒルガオ科）

　マツバラン（マツバラン科）

　マルバルリミノキ（アカネ科）

　ヤマビワソウ（イワタバコ科）

　リュウキュウガキ（カキノキ科）

　リュウキュウクロウメモドキ（クロウメモドキ科）

����

　アカテツ（アカテツ科）

　アカメイヌビワ（クワ科）

　アデク（フトモモ科）

　アマシバ（ハイノキ科）

　アリモリソウ（キツネノマゴ科）

　ウラジロエノキ（ニレ科）

　オオキバナムカシヨモギ（キク科）

　オキナワイボタ（モクセイ科）

　カキバカンコノキ（トウダイグサ科）

　ガジュマル（クワ科）

　カラスウリ（ウリ科）

　ギョボク（フウチョウソウ科）

　クスノハガシワ（トウダイグサ科）

　クロツグ（ヤシ科）

　ゲッキツ（ミカン科）

　ゴモジュ（スイカズラ科）

　コンロンカ（アカネ科）

　サダソウ（コショウ科）

　サツマサンキライ（ユリ科）

　シシアクチ（ヤブコウジ科）

　シマイズセンリョウ（ヤブコウジ科）

　シロダモ（クスノキ科）

　スダジイ（ブナ科）

　ソテツ（ソテツ科）

　ソメモノカズラ（ガガイモ科）

　タイワンアキグミ（グミ科）

　ツゲモドキ（トウダイグサ科）

　ハマイヌビワ（クワ科）

　ハマサルトリイバラ（ユリ科）

　ボウラン（ラン科）

　ホソバムクイヌビワ（クワ科）

　ボチョウジ（アカネ科）

　ボロボロノキ（ボロボロノキ科）

　モンパイノコズチ（ヒユ科）

　ユウコクラン（ラン科）

　リュウキュウヌスビトハギ（マメ科）

　リュウキュウマツ（マツ科）

�植物群落調査（植生調査）

　２８地点で調査を行い���������，高木林

として２群落４下位単位，植林２群落の６植生単位，

低木林として３群落，草地群落として３群落　計１２

植生単位を区分した。���������

�������	

１　アマミアラカシ群落

　アマミアラカシ��������	
��������
���������

はアラカシの変種で，葉はアラカシより下面の毛が

早く脱落し，白くならない。琉球列島の固有変種で

西表島，石垣島以北，魚釣島，沖縄本島，沖永良部

島，徳之島，奄美大島に分布する。

　アマミアラカシ群落は一般にアマミアラカシが高

木層あるいは亜高木層に優占する群落であり，アマ

ミアラカシ，シシアクチ，マルバルリミノキ，フウ

トウカズラ，アリモリソウ，ボチョウジ，クチナシ，

ツルラン，オオカナメモチ，アカテツ，オオバチヂ

ミザサ，ヤリノホクリハランを構成種にもつ。

　本群落は構成種によりオオバルリミノキ，コバノ

カナワラビ，モクレイシ，ホソバタブを持つオオバ

ルリミノキ下位単位とアカハダグス，コウシュウウ

ヤク，イヌマキ，クスノハガシワを持つアカハダグ

ス下位単位に二分される。
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１－１　オオバルリミノキ下位単位

　オオバルリミノキ下位単位は琉球層群の隆起珊瑚

礁がよく風化した義名山に成立している群落である。

　本下位単位はさらにカツモウイノデ，ホソバムク

イヌビワを含むカツモウイノデ下位単位とそれらを

含まない典型下位単位に区分される。

　カツモウイノデ下位単位は義名山では隆起石灰岩

台地が浸食を受け斜面になったところの縁から下部

の沢部になった湿潤な立地に成立する。高木層は１５

～１８ｍでアマミアラカシは分布するが被度は高くな

く，タブノキやフカノキ，ホルトノキ，ショウベン

ノキなどの被度が高いいわゆるタブ型林である。湿

潤肥沃な環境で構成種数は５０種前後，胸高直径が５０

�以上の大径木が点在する。

　典型下位単位はアマミアラカシが被度４以上で優

占するアマミアラカシ林である。よく発達した群落

では最上層が１７ｍになる高木林で，高木層に胸高直

径が７０～１００ｃｍのアマミアラカシ，クロガネモチ等

の大径木が点在する。アマミアラカシは萌芽は少な

く単立する。亜高木層にはショウベンノキやモクタ

チバナ，リュウキュウガキ，リュウキュウモクセイ

が優占する。低木層には，ボチョウジやシシアクチ，

リュウキュウルリミノキが優占する。草本層にはオ

オバチヂミザサ，トウツルモドキ，クロツグ等の被

度が高い。適潤，かつ風化が進み富栄養な立地に成

立しており，構成種数は３５から５３種で，二次林的なや

や乾性的な立地になるにつれ構成種数は少なくする。

１－２　アカハダクスノキ下位単位

　義名山に比較して琉球層群の隆起珊瑚礁の風化が

進んでいない明眼の森に分布する群落である。群落

はエダウチチヂミザサ，サダソウを構成種に持つサ

ダソウ下位単位とそれらを持たない典型下位単位に

区分される。

　サダソウ下位単位はアマミアラカシが被度４以上

で優占するアマミアラカシ林で，隆起珊瑚礁が裸出

し，貧栄養，乾燥した立地に成立している。最上層

は８～１５ｍになる亜高木林ないし，高木林である。

隆起珊瑚礁が裸出したところに成立しているアマミ

アラカシ林の中には最上層のアマミアラカシが単立

しているものは少なく，３～７本に根際から萌芽し

ており，二次林の様相もある。表土がある程度厚く

堆積しているところではアマミアラカシは単立し，

胸高直径が７０�以上のものもみられ，自然林と判断

される。構成種数は５２～５３種と多く，義名山に比較

して海岸に近いこともあり，高木・亜高木層にヒメ

ユズリハ，アカテツ，ツゲモドキ，トベラ等の海岸

植物の被度が高い。

　典型下位単位は高木層のアマミアラカシは低被度

か，分布せず，アカハダクスノキやタブノキ，クス

ノハガシワ，ホルトノキなどの被度が高いタブ型林

である。群落は１６～１８ｍの高木層に胸高直径４０～７０

�前後のタブノキやアカハダクスノキ，クスノハガ

シワ，ホルトノキの被度が高く，亜高木層にはリュ

ウキュウガキ，モクタチバナ，アカハダクスノキ等

の被度が高い。低木層にはグミモドキ，ヤブニッケ

イ，クスノハガシワ，クロツグなどの被度が高く，

草本層は豊かでヤブラン，クロツグ，ホウビガン

ジュ，ヤリノホクリハラン等の被度が高い。構成種

数は５０～６０種と豊富であり，アコウネッタイランや

フウラン，マツバラン，ツルランなどの絶滅危惧植

物も多数分布しており，琉球諸島の石灰岩地を代表

する自然林と考えられる。

２　スダジイ植林

　明眼の森は人家に近く，戦後有用樹の植栽を一部

に行っており，本来は生育していない植物が群落を

作っている。

　そこにはスダジイやソウシジュ，ヤブツバキなど

非石灰岩地性の植物が植栽され，優占する群落がみ

られる。スダジイ植林地は遠くから茶褐色の葉の裏

面の色で周辺の群落と識別できる。面積的には１５ｍ

四方程度と狭小であり，高木層の高さは１５ｍ前後で

スダジイが優占するが，亜高木層にはアマミアラカ

シ林，タブ型林的な種が侵入する。草本層の植被率

は低いが多様な種が侵入し，５０種程度の植物が確認

された。

３　リュウキュウマツ群落

　徳之島では琉球石灰岩の風化土壌および非石灰岩

地の乾性的な立地にリュウキュウマツが優占する群

落が成立する。高さ１５～１７ｍの高木層にリュウキュ

ウマツが優占し，先駆的なハゼノキやハマセンダン

などの樹種の他，ホルトノキ，ヤブニッケイ，タブ

ノキなどのタブ型林的な樹種の被度が高い。

　高木層はオオカナメモチやモクタチバナ，ツゲモ

ドキなどの種が広く被う。低木層の種も豊かでクロ

ツグ，ゲッキツ，ナガミボチョウジなど石灰岩地性

の植物が多い。段々畑が放棄されリュウキュウチク

がびっしりと生えている中に，かつて畔の名残のソ

テツが点在するところもある。草本層にはリュウ

キュウマツの落葉が分解せずに堆積するため，他植
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物の幼苗の生育は不良で植被率が低い。ホウビカン

ジュ，アオノクマタケラン，クロツグ，ノシランな

どのタブ型林的な植物が多いが，タマシダやホシダ，

ギンネム，カラスギバサンキライなどの攪乱種が多

く生育する。また，ヒメトケイソウ，サツマサンキ

ライ，リュウキュウテイカカズラ，フウトウカズラ，

ツルソバなどのツル植物が多い。

４　バンブサｓｐ群落

　東南アジア由来のｂａｍｂｏｏで，直径が８�，高さ

が１８ｍに達する種が明眼の森の風葬地の谷間に５か

所程度，北部の谷間に数か所植栽されている。かつ

ては筍を食用に，桿を生活具に利用していたようだ

が，現在は利用されている痕跡はなかった。

�������	
��
���

５　マダケ群落

　マダケは中国原産か，在来の植物か不明であるが，

バンブサｓｐ群落同様かつては筍を食用に，桿を生活

具に利用していた。今回の調査では義名山にある耕

作放棄地内でハゼノキ－イヌビワ群落中に群落を形

成していた。桿の直径は４�前後，高さは７ｍ前後

であり，また，密度もびっしりとは生えておらず今

後さらに発達するような群落であった。

６　ハゼノキ－イヌビワ群落

　義名山および明眼の森と耕作地との間の林縁部に

先駆性の落葉広葉樹を中心とした亜高木林が形成さ

れている。群落の高さは８ｍ前後，ハゼノキ，イヌ

ビワ，リュウキュウエノキ，タラノキ等の落葉広葉

樹の被度が高い。常緑性のウラジロエノキ，オオバ

ギ，アカギ等の先駆種の被度も高く，非石灰岩地に

形成されるアマクサギ－ウラジロエノキ群集や石灰

岩地のオオバギ－アカギ群集との両方の種組成を持

つ。

　

７　ハドノキ群落

　義名山は隆起珊瑚礁の浸食されたドリーネから地

下水がわき出る湿潤な沢沿いにハドノキやシマグワ

などの低木林とツル植物のトウツルモドキ，ノアサ

ガオ，フウトウカズラ，アマチャヅルなどのツル植

物が優占する群落が形成される。

７－１　トウツルモドキ植分

　トウツルモドキは宝島以南に自生する木本性のツ

ル植物で長さは１０メートル以上になる。茎は緑色で，

葉は長さ４０～６�の線形で，竹の葉のような形をし，

先が巻きヒゲになっていて，この巻きヒゲで他の植

物に絡んで伸びる。

　トウツルモドキ植分は流水のある湿潤な谷部に形

成される群落で，バクチノキ，ハドノキなどの５ｍ

前後の低木に覆い被さる。トウツルモドキがびっし

りと優占するほかリュウキュウツルウメモドキ，サ

ツマサンキライ，フウトウカズラ，ノアサガオなど

のツル植物も混在する。群落の幅は１０ｍを超えるこ

とも多く林縁植物群落としては規模の大きな群落で

ある。

７－２　アマチャヅル植分

　アマチャヅルは高さ５ｍ以上によじ登ることは希

な草本性のツル植物で，ハドノキやオオクサボク，

リュウキュウチクの上にびっしりと覆い被さって群

落をつくる。ツル植物としてはフウトウカズラが地

表を這うように生育していたが，石灰岩地の湿潤な

環境にありコモチナナバケシダやマツザカシダ等の

シダ植物が多く分布している。群落の規模は小さく

幅が１０ｍを越えることはまれである。

８　ホウビカンジュ群落

　ホウビカンジュは葉身が１．５ｍに達するシダ植物

で湿潤かつ富栄養な斜面や岩錘地の下部に群落をつ

くる。特にクワズイモやコヤブミョウガ，オオイワ

ヒトデ等適潤な土地を好む植物が混在する。

９　ホラカグマ群落

　乾燥する石灰岩の岩錘地には特殊なシダ群落が形

成される。ホラカグマ群落は日当たりが不良な隆起

珊瑚礁石灰岩の岩錘地や急斜面につくられる群落で，

オオイワヒトデやハチジョウカグマ，シロヤマゼン

マイ，オニヤブソテツなどの急崖地性植物が常在す

る。低木種としてコウシュウウヤクやクロツグなど

も混在する。

１０　ギンネム－ナピアグラス群落

　トカラ列島宝島以南には石灰岩地が発達するが，

耕作放棄地や路傍等でのパイオニア植物群落として

ギンネムや牧草のナピアグラス，ハイアワユキセン

ダングサが優占する草本群落が発達する。

�　現存植生図作成調査

　明眼の森，義名山の植生の分布状態を記録するた

め伊仙町１２年作成の１／５０００地図上に以下の１３凡例

－ １５ －
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で現存植生図を作成した。���������

　　義名山・明眼の森現存植生図凡例

　　高木林

１　アマミアラカシ群落

１－１　オオバルリミノキ下位単位

　　１－１－１　カツモウイノデ下位単位

　　１－１－２　典型下位単位

１－２　アカハダグス下位単位

　　１－２－１　サダソウ下位単位　

　　１－２－２　典型下位単位　　

２　リュウキュウマツ群落　

３　スダジイ植林　　　　　　

４　バンブサｓｐ植林

　　亜高木林

５　ハドノキ群落・林縁植物群落　

６　ハゼノキ－イヌビワ群落　　　

　　その他

７　耕作地・果樹園　　

８　耕作放棄地

９　公園芝地

　植生図から読み取れる植生分布の概要は以下のと

おりである。

����

　���のとおり，耕作地の中に囲まれるように明

眼の森はある。アマミアラカシ林であるアマミアラ

カシ群落アカハダグス下位単位サダソウ下位単位は

中心部の２つの丘陵地を挟むように尾根部から斜面

上部にかけて最も広い面積を占めている。タブ型林

であるアマミアラカシ群落アカハダグス下位単位典

型下位単位は丘陵地を囲むように斜面下部を中心に

分布する。リュウキュウマツ群落は農耕地に接する

ように北東部から北西部に分布する。また，竹林が

２つの丘陵の谷部部分と南東部の斜面上に分布する。

また，畑や道路沿いには路傍植生やギンネム群落等

が小面積分布する。

���

　���のとおり義名山は山地部になだらかに続く

標高が１４４．９ｍの大地を南西に浸食する２筋の谷が

あり，谷によって形成された扇状地状の土地は耕作

地となって南西側に広がる。義名山の西側は耕作地，

北側は運動場，東面はテニスコート等の運動施設お

よび駐車場によって囲まれ，義名山の森はつけ根の

広い鳥足状の尾根部に分布する。

　この中で全体を覆うように台地部を最も広い面積

占めているのが，アマミアラカシ群落オオバルリミ

ノキ下位単位典型下位単位である。谷部や南東部の

台地部を占めているのはアマミアラカシ群落オオバ

ルリミノキ下位単位カツモウイノデ下位単位である。

３つの谷部の先端からは地下水が湧出しており，森

林植生の破壊があってそこを修復するようにマント

群落のハドノキ群落が分布する。谷部は徐々に広

がって平坦になったところはかつては水田であった

と思われるが現在は畑地あるいは果樹園となってい

るが，耕作放棄地となり，ハゼノキ－イヌビワ群落

となっているところもある。

�　毎木調査・樹冠幹投影図・群落断面模式図作成

調査
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　明眼神社の入口付近には発達したタブ林がある。

明眼公園の南側斜面の下部に当たる緩斜面である。

所々に隆起石灰岩が裸出したところもあるが，前述

の調査地点より風化がすすみ，より湿潤，富栄養の

立地である。調査区番号１の群落で種組成から見る

と，アマミアラカシ群落アカハグス下位単位典型下

位単位に属する。群落断面は上側が北，下側が南と

なってっている。

　群落の高さは１４ｍと高く，毎木調査で該当した個

体数は９４本と調査した群落の中で最も少ない。胸高

直径が約４０�以上の個体も，タブノキ（３９�，７０．５

�），ハゼノキ（５８．７�，４８．３�），クスノハガシワ

（４７．５�）の５本あり，また，２０�以上の個体数も

１６本と多く分布幅が広く樹齢構成も多様と考えられ

る。

　高木層にはタブノキの個体数は少ないが，大きな

被度を占める。また，周辺からもタブノキの林冠が

覆い被さっており，被度は５０％に近い。モクタチバ

ナ，ハゼノキは多いが，いずれも大きな被度は占め

ない。特にハゼノキは胸高直径３０�を超える個体が

４本と最も多いが，分枝が少ない樹形のため被度は

２０％となっている。台風の常襲地帯でギャップが発

生することもしばしばあり，そこに陽性樹木のクス

ノハカエデなどとともに侵入したものと思われる。

リュウキュウガキ，クスノハガシワ，リュウキュウ

モクセイは個体数も多く被度も高い。亜高木層では

圧倒的にモクタチバナが多いが被度は高くはならな

い。次いでリュウキュウガキが多く占める。

－ １７ －
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